
九
じ
ろ
う    
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
、
ど
う
し

て
は
る
ば
る
海
を
渡
っ
て
日
本
ま
で
や
っ

て
来
た
の
か
な
あ
？

キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん　
　

〜　

世
紀
ご
ろ
の

15

16

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
大
航
海
時
代
と
言
っ
て
、

海
外
と
の
貿
易
の
た
め
海
へ
と
乗
り
出
し

た
時
代
な
ん
だ
。
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の

イ
ン
ド
航
路
発
見
や
、
マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界

周
航
の
こ
ろ
だ
ね
。

　

海
外
貿
易
の
目
的
は
、
イ
ン
ド
の
香
辛

料
と
黄
金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。

日
本
と
の
貿
易
の
際
は
中
国
の
生
糸
と
日

本
の
銀
の
中
継
貿
易
を
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
多
く
の
利
益
を
得
た
ん
だ
。

　

も
う
一
つ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
だ
ね
。

当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
新
教
が
起
き
て
き

た
時
期
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
そ
れ
に
対
抗

し
て
改
革
が
進
み
、

そ
の
過
程
で
イ
エ

ズ
ス
会
が
で
き
た

ん
だ
。

　

天
文　

（
1
5

19

5
0
）
年
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
貿
易
船
が

最
初
に
入
港
し
た

の
は
平
戸
だ
っ
た
。
平
戸
の
領
主
・ 
松
浦 

ま
つ
う
ら

 
隆
信 
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
に
よ
っ
て
利
益

た
か
の
ぶ

を
得
、
戦
国
大
名
の
地
位
を
確
か
な
も
の

に
し
た
け
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
め

ぐ
っ
て
平
戸
領
内
の
仏
教
徒
や
家
臣
団
と

の
間
に
摩
擦
が
生
じ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は

平
戸
を
去
り
、
横
瀬
浦
に
移
っ
た
ん
だ
。

九
じ
ろ
う    
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
横
瀬
浦
に

い
つ
ご
ろ
来
た
の
？

キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん　

横
瀬
浦
を
貿
易
港
に
決

め
た
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
布
教
長

ト
ル
レ
ス
神
父
だ
よ
。
ト
ル
レ
ス
の
命
を

受
け
た
宣
教
師
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
調
査
の

結
果
、
横
瀬
浦
が
良
港
と
確
信
し
、
大
村

領
主
純
忠
を
訪
ね
た
。
純
忠
は
、
開
港
の

条
件
と
し
て
港
の
周
囲
2
レ
グ
ア
（
約　
11

�
）
の
土
地
を
農
民
と
共
に
譲
与
す
る
こ

と
な
ど
を
約
束
し
た
ん
だ
。

　

永
禄
5
（
1
5
6
2
）
年
6
月
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
船
が
横
瀬
浦
に
入
港
し
、
商
人
や

キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
集
ま
り
、
町
は
に
ぎ

わ
っ
た
ん
だ
。 　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が

横
瀬
浦
に
着
い
た
の
は
、

横
瀬
浦
襲
撃
事
件
の
約
一

カ
月
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

平
戸
に
始
ま
っ
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
貿
易
の
港
は
、
横

瀬
浦
襲
撃
事
件
後
、
横
瀬

浦
か
ら
福
田（
現
長
崎
市
）、

長
崎
へ
と
移
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
長
崎
は
鎖
国
時

代
の
わ
が
国
唯
一
の
貿
易

港
と
な
っ
た
ん
だ
。

天
文　

（
1
5
4
9
）
年

18

ト
ル
レ
ス
神
父
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
の

創
設
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

と
共
に
来
日
し
、
ザ
ビ
エ
ル
が
去
っ

た
後
、
日
本
布
教
長
と
な
る

天
文　

（
1
5
5
0
）
年

19

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
船
が
平
戸
に

入
港
す
る

永
禄
5
（
1
5
6
2
）
年

7
月
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
横
瀬
浦
に

入
港
。
こ
の
後
1
年
余
り
の
間
に
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
3
隻
、
中
国
の
ジ
ャ

ン
ク
船
2
隻
が
横
瀬
浦
に
入
港

永
禄
6
（
1
5
6
3
）
年

�
7
月
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
横

瀬
浦
に
上
陸

�
8
月
、
針
尾
伊
賀
守
な
ど
に
よ
る

横
瀬
浦
襲
撃
事
件
が
ぼ
っ
発
。
横

瀬
浦
は
焼
け
落
ち
て
し
ま
う

永
禄　

（
1
5
6
9
）
年

12

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
京
都
の
二
条

城
で
織
田
信
長
と
会
見

元
亀
3
（
1
5
7
2
）
年

江
上
の
佐
志
方
城
に
い
た
針
尾
三

郎
左
衛
門
（
伊
賀
守
の
子
）
が
、
平

戸
松
浦
氏
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
針

尾
島
は
平
戸
松
浦
領
と
な
る

2004.10
●５ 

戦国時代 針尾島関連年表

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は

　

ど
う
し
て
横
瀬
浦
に
来
た
の
？

　　　　横瀬浦風景（写真上）
　　　　横瀬浦史跡公園（写真下）

　　　紙   本
し

   著
ほん

   色
ちゃく

   南 蛮  人
しょく

     来 朝
なんばんじん

    図
らいちょう

   之
ず

   屏 風
の

    
びょうぶ

　　　　　（長崎県所蔵・部分）

ルイス・フロイス像
（横瀬浦史跡公園）

横瀬浦の湾口に浮かぶ
八ノ子島

平
戸
か
ら
横
瀬
、
長
崎
へ

九
じ
ろ
う    
針
尾
城
の
城
主
は
ど
ん
な
人

物
だ
っ
た
の
？

キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん　

針
尾
城
は
針
尾
氏
が

代
々
本
拠
と
し
た
城
な
ん
だ
。
平
戸
藩
に

残
る
記
録
や
系
図
な
ど
に
よ
る
と
、　

世
16

紀
の
戦
国
時
代
（
室
町
時
代
後
期
）
の
針

尾
氏
の
系
譜
は
、
針
尾 
半  
左  
衛  
門  
周
防  
守 

は
ん 

ざ 

え 

も
ん 

す
お
う
の 

か
み

�
針
尾
伊
賀
守
�
針
尾 
三
郎  
左  
衛  
門 
と

さ
ぶ
ろ
う 

ざ 

え 

も
ん

な
っ
て
い
る
。

　

だ
け
ど
、
こ
れ
よ
り
以
前
の　

世
紀
の

14

記
録
に
は
、 
針
尾  
兵
衛
太
郎  
入
道  
覚
實 
や

は
り
お 

ひ
ょ
う
え
た
ろ
う 

に
ゅ
う
ど
う 
か
く
じ
つ

 
針
尾  
勘  
解  
由  
太
夫  
藤
原  
家
盛 
な
ど
の
人
物

は
り
お 

か 

げ 

ゆ 

だ
ゆ
う 

ふ
じ
わ
ら 

い
え
も
り

名
が
あ
り
、
針
尾
城
の
城
主
だ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
よ
。

　　

針
尾
氏
の
中
で
一
番
名
が
知
ら
れ
て
い

る
の
は
伊
賀
守
で
、
永
禄
6
（
1
5
6
3
）

年
の
横
瀬
浦
襲
撃
事
件
に
登
場
す
る
ん
だ
。

　

伊
賀
守
は
、
大
村
領
内
に
あ
っ
た
横
瀬

浦
港
の
監
督
を
す
る
奉
行
を
し
て
い
た
ん

だ
け
ど
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
大
村
領
主

の 
大
村  
純
忠 
に 
叛 
い
て
、
武
雄
領
主
の 
後 

お
お
む
ら 

す
み
た
だ 

そ
む 

ご

 
藤  
貴
明 
と
結
託
し
、
横
瀬
浦
に
い
た
イ
エ

と
う 

た
か
あ
き

ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち
と
純
忠
の
暗
殺
を

計
画
し
た
。
計
画
そ
の
も
の
は
失
敗
し
た

け
れ
ど
、
横
瀬
浦
は
焼
け
落
ち
た
ん
だ
。

　

針
尾
氏
は
、
松
浦
地
方
の
浦
々
に
い
た

松
浦
党
と
同
じ
よ
う
に
、
経
済
的
基
盤
を

漁
業
と
海
外
と
の
交
易
に
お
い
て
い
た
よ

う
だ
ね
。
彼
ら
は
、
時
に
海
賊
行
為
を
働

い
て
、 
倭
寇 
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
ん
だ
。

わ
こ
う

九
じ
ろ
う    
針
尾
伊
賀
守
は
針
尾
島
全
体

を
治
め
て
い
た
の
か
な
？

キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん　

針
尾
島
の
東
部
は
、
先

住
民
の 
佐  
志  
方 
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
ん

さ 

し 

か
た

だ
。
針
尾
氏
と
佐
志
方
氏
と
は
長
い
間
争

い
が
続
き
、
針
尾
氏
が
全
島
を
治
め
て
い

た
時
期
も
あ
っ
た
け
ど
、
元
亀
3
（
1
5

7
2
）
年
に
伊
賀
守
の
子
・
針
尾
三
郎
左

衛
門
が
平
戸
松
浦
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
、
針
尾

島
で
の
勢
力
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　

大
村
氏
か
ら
後
藤
氏
、
後
藤
・
平
戸
松

浦
連
合
、
再
び
大
村
氏
と
、
次
々
と
提
携

相
手
を
変
え
る
針
尾
氏
は
節
度
が
な
い
よ

う
に
見
え
る
け
ど
、
戦
国
時
代
の
土
豪
た

ち
は
、
戦
国
大
名
た
ち
の
勢
力
の
バ
ラ
ン

ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
自
分
の

勢
力
を
保
と
う
と
し
た
ん
だ
ね
。

●４ 

 出土品あれこれ～数百年の眠りから覚めた品々

1563年以前ごろ�

●横瀬浦横瀬浦�●横瀬浦�
佐志方城佐志方城�佐志方城�
●�

●針尾城針尾城�●針尾城�

1563年ごろ� 1572年以降�

 　対馬産 若田石 で出来た 硯 （写真
わかたいし すずり

左上）、15～16世紀の中国・江南三
彩（写真左下）、 飾り金具、 燈明 、中

とうみょう

国・しょう州窯の小皿（写真中列・
上から）、 唐銭や宋銭などの中国
の 銭貨 （写真右列）

せんか

   16世紀ころの中国・
 景徳鎮 窯の
けいとくちん

 六角  脚付 
ろっかく きゃくつき

 瓶 。トルコ、イタリア
びん

に次ぐ世界で3例目。
ポルトガル貿易によ
るものと思われる

   15～16世紀ころの
中国・ 龍泉 窯の青磁皿。

りゅうせん

5枚重ねで発見された
中の1枚

    16世紀後半ころの
中国・景徳鎮窯 染付碗 

そめつけわん

  横瀬浦襲撃事件以
前は、針尾島の西部
は針尾氏、東部は佐
志 方 氏 が 勢 力 を
持っていた

 横瀬浦襲撃事件の
ころ、針尾氏は、平
戸方の佐志方氏を
針尾島から追い出
す

 針尾氏は、佐志方
城で平戸松浦氏に
滅ぼされ、針尾島
は平戸領に

　　　　倭寇図巻（平川定美氏蔵・部分）

　針尾島勢力変化図（赤色は針尾氏の勢力範囲）

針
尾
城
の
城
主
は
ど
ん
な
人
？

針
尾
伊
賀
守
の
人
物
像

針
尾
氏
と
佐
志
方
氏

� �


